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NISE授業づくりサポートシート
Ⅰ　指導案づくり
[bookmark: _GoBack]１　指導体制　	Comment by Microsoft Office ユーザー: 複数の教員や支援員とティーム・ティーチングで指導する場合は、（Ｔ１）（Ｔ２）（Ｓ１）などと記載します。実際の指導場面では、メインティーチャーとサブティーチャーの役割を明確にしておくことが重要です。
　　　授業者　職・氏名　　　 
（T1）　        
（S1）
（S２）

２　前時までの児童の実態や単元設定の理由など
1 前時までの児童の実態	Comment by Microsoft Office ユーザー: 単元の中心的な活動について、児童（達）の実態を簡単に記します。授業場面だけでなく、日常場面での様子についても含みます。



2 単元設定の理由と本単元において身につけさせたい力



3 年間指導計画における本単元の位置づけ



4 学習指導要領との対応



5 指導全般における基本方針	Comment by Microsoft Office ユーザー: 大まかな指導方針や学級・授業経営の方針を書きます。（例：障害の重いAくんには介助員がつく、児童の実態差が大きいが代替３つのにたグループに分けられるので、3パターンの単元目標や支援方法を考える。など）



３　単元名


４　単元の目標	Comment by Microsoft Office ユーザー: 学習指導要領の目標・内容に基づいて、育成を目指す資質・能力の3つの柱で設定します。 






５　単元の評価規準	Comment by Microsoft Office ユーザー: 観点別学習状況の評価の3観点で設定するとともに、「4 単元目標」に基づいて設定します。なお、観点別学習状況の評価の3観点については、「理論編」の54ページ を参照してください。 
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	
	




	



[bookmark: _Hlk16760409]６　児童の実態と本単元の評価基準
	児童
	児童の実態など
	本単元の評価基準

	
	
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	A児
	個別の指導計画	Comment by Microsoft Office ユーザー: 単元目標に関連する実態について抜粋して記載します。学級全体の「4 単元目標」と「5 単元の評価規準」をもとに、児童 個々の実態と短期目標から予想される児童に到達してほしい姿として、評価規準（レベル②）を書き込みます。可能であれば、3つのレベルを想定して具体的な評価基準を設定します。事例編では到達が難しい順に①②③と表現しています。 
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	短期目標
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７　教材についてのメモ




８　単元計画	Comment by Microsoft Office ユーザー: 単元全体の流れを「導入→展開→振り返り」と「習得・活用・探求」を意識して作成します。各時において何を学ぶかを明確にし、どのように学ぶかという「主体 的・対話的で深い学び」の視点も踏まえた計画を考えます。 また、計画どおりに進めることを意識し過ぎず、児童の学習の様子に応じて、柔軟に時数を変更することも大切な視点です。 
	
	学習内容・学習活動
	重点目標の評価規準
	評価方法

	１
	

	
	




	２
	

	
	




	３
	
	
	






９　本単元と他教科等との関連



１０　本時（第○次）
（１）本時の目標	Comment by Microsoft Office ユーザー: 観点別学習状況の評価は、毎回の授業ですべての観点を評価するのではなく、単元や題材などのまとまりの中で、指導内容に照らして評価の場面を適切に位置づけることとされています。 


（２）単元に関する個々の児童の実態と本時目標	Comment by Microsoft Office ユーザー: 「5 単元の評価規準」、「6 児童の実態と本単元の評価基準」に基づいて設定していきます。 
	
	本時の目標／評価基準
	指導の手立て

	A
	


	

	B
	


	

	C
	


	



（３）本時（　　月　　日　　校時）の展開
	時間
	学習活動
	○支援と留意点
	□評価方法　【評価規準】

	



	
	



	

	



	
	



	

	



	
	



	

	



	
	



	



（４）場面設定・教材など


Ⅱ　指導後のふりかえりシート
１　本時の学習評価
	
	本時の目標／評価基準
	学習評価　　
	児童の様子（全て書かず、空欄でもよい）	Comment by Microsoft Office ユーザー: 「児童の様子」には学習評価の結果の根拠となるような、実際に児童ができたこと、教師が行った手立ての具体的内容などを書きます。また、評価基準に基づく評価とは別に、個人内評価を通じて見取られたことがあれば、ここに記入します。。
	次時の目標についてのメモ（変更の有無など）

	A
	
	
	



	

	B
	
	
	



	

	C
	
	
	



	



２　本時の評価	Comment by Microsoft Office ユーザー: 箇条書きで、簡単に今日の授業についての振り返りと次時へどのように展開していくか、変更点はないかなどメモします。 




３　単元の評価	Comment by Microsoft Office ユーザー: 単元が終了した際に、単元を総括して書きます。反省点だけでなく、よかった 点も書き、それらを次の授業にどう生かせるかを考えます。 
（１）児童に関する評価



（２）授業の評価


